
中国文学（西野）ゼミ活動 報告 

 

担当教員  西野由希子 

事業 No  １－２8(1) 

  
中国文学（西野）ゼミでは、中国語圏の作家・作品の研究を行っています。中国の文化・時代背景、中国

やアジアの芸術への理解を深め、研究にいかすため、ゼミの活動として、美術館・博物館・歴史館等で開

催される関連するテーマ・内容の展示等を観覧しています。 

 

２０２６年８月４日（火）、ゼミ学生３人が、水戸市泉町にこの春、開館した「クヴェレ美術館」の「開館記

念展Ⅱ 美の交差点 日本近代洋画とシルクロードの精華」を観覧しました。 

 

 

藤田嗣治、佐伯祐三など、クヴェレ美術館の日本近代洋画コレクションをゆっくりと味わいました。  

また、水戸出身の中村彜の作品「ダリア」も展示されていましたが、中村彜は、新宿・中村屋のサロンの

メンバーで、ロシアの盲目の詩人エロシェンコを描いた『エロシェンコ像』を残しています。 

エロシェンコは、中国の作家・魯迅、その弟の文学者・周作人と交流があり、魯迅の散文にもエロシェン

コが登場します。学生たちは、１９１０～３０年代のアジアの文学者・芸術家の交流、関係についても知識

を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（撮影可能な場所で撮影しました） 

 

本ゼミ活動に対する、後援会からのご支援に感謝いたします。 


